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I-;.[I: (r:巾j事政革ン之ラムにおけるFS刊社会内役却のせnヒ ガ J叶一/スま草花誌をふ」に

中国の刑事政策システムにおける民間社会の役割の変化
一一回ガパナンス理論を導きに

iの中匿においご、広義J)frりすれ政誌が通読}なっ

て， ，ゐ ê~' 界、は -i!¥( ~，こ、刑事政3E とは とd 苦ごと引公が荊ほ義的に jr~. ヲf[， =J，.1する

闘争を jう湯uによる、えさ諸防、引の体系J と考えふれてνる オ'1寸1政策はJ2

;W-}j バナンス J: し、主汁会公共事務における河家統治の!，渋ご品。。犯 .i:-~¥，:-:t.tす

日"年のせ7心 z間りてを

る諸ネ2t略を集中1守に児羽化し、犯罪にtJす;0~~. ，}ヵーズムをシス 7マテ:"/ク

(こ~~築し、 íl二 !j~;ニ対1るu背中休を網界的に統「lする刑事政策ンスフム(手、当J索、

問カれたシスァム、手冗nッなノ勺フツ下、ア弓ームとあるへく主ごlあふ l このぜ L宋に
おいて、刑事政策のと þt~! 宇は阿君:犬、けではなく、さらに非何家的勢)jO):f{也も

当然に冷まれてい心 η 中区社会の.i!-;J~、特ι民主化への歩みのスピ F T "/プ

;ニ咋い、 '1'1';はすでに l人治官会 l かっ 立、治村会Jへこ|日jか jとにも;二、経

済改革、 JトヂのうieJ正、 Jt台の天主化、商引のとれ心中l会の情祭#特徴と寸るゲ J

ド・ ~}fパナンス\{-の枚'C、は良さiJ、の;主;自己j を求めるよ 7になっ、民間社会

が出来のガ.'¥トム/スプロセスに徐々に;1日iiLてきた 1 問弔政慌におけどそω哀

れは 懲i~ と定丈を結びつける川宇政策 ;-J1'，';:;f"';'J こいう I，:j:þ政策がまざに~

1 ス人 O)~烹'0 ~:羽!;!:片、海依方1 ・止x;:':~邦i 馬許 i出司L)

要体系 (11、手~出 i点下、斗.lOO年;訳 l予 I 貝以下 ， -.(-7 イ j-'-;'J 

こ喜C;::"t>:IircilムL'Dcl 1:1:'¥S --"t>i[::， rL}. Lcs ;{Hl1!おりstCi町 sdc ，hd'i!uJ1-i1i r:rimiHdlc， Prcssc日
11l1l¥'(Tぉ"川h 九(I¥' ri 九 ~1\~\' <; 992) J (> 
、2 出 ì.f(7)言請におし通て、「氏 i副社会 J と C:~Tlミ紅会 はとも hこcii'il立 'Ctetiと

ぶされ、しかも i刈家か λjg;すしてすT~ ゴ_.，::) 1:+:会ンスフムを川ヲ〕そのため、 i一「
巧 C'il :';，おは J之全に五抑ns:二y甘いられこいる(民間討会と市民相会の呉川につ
いては、統将の部/¥!省附するJ しかし事実 l、文化、歴史的伝統、発肢の

世程が異なるため、 r匡では針局、臣家i対抗 jーる[1-:'5':仕会[手生まれなか、/="

夜討に、古毛より斗裂と I，O;}J:主1'S1'， (.めるt::::{'I~ .1:_上工 (WJ，iL (，:t'lr-.t~ ~1.:..一、上~;:'H社会内

lな偽成要去は家干、や j<;])iであ"、干|会。〉末端?汁li前半1すこし亡、 1"1家と不l.i}'e:fJ

な協調関係そそ住いてきノヒ ウけにお)，て、毘村の村叉i7~会 出7打。〉 ηI-~'R:g主員

会な:の大 l主的向許、組織は同本のコJハナンスネ 111;防寸る重要な「殺である)が

仔在L、Lかそ〉、二司当とと協力河係lあるかかの点、こ1st'亡、中国乃氏問社会

l土8:;;与のitiJ;;初公七本主{R1j;こ*たる。そこで、本稿では l片山tt: :i~.Jと、、う出

科::'[1]家から独守して存在(づる;点、を指しっ、す{

l 刑事政設的て1二

と寸る A 旬、

n
b
 
I
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系d

大さと厳しさの教情と v う;iI.I易政宗に恥~~，て í-tわられよ「とし、h:::Ll;社止がjJ

:)þ:' こ対j'il~-j る刻、守グ〉ム一千本となり、その役割Li び l]~業に大きな生化が生じつつ

あ之}こことあゐ。 ~L~ fJej-と(ニ取~"ワパァンス立さ首?を主主与にして、刑事政策ンλ テ

ム t おける氏聞社会の地メム・役割を考察「る円少も h 、":-~し k 国五の刑事政 1，

ンスデムのJIヲ主体引lっしぺ検日?オーるー

カ、バナンス理論と本稿におけるその応用

ガバナンス理論とは

英語グ "go刊…;'，:IlC(-' の手垢;立ワア/告と九(にギリシア可音二ゃある l主 ':~Jよコ

シ人 n レ jJ1司を定める、舵をきる二とごあ，r、長イ1 わたり、 点配

fzmer nn1enu L 父1-- n~:こポし hつれ、しかもヱに回dぷの公JI;__:'f:)X7に院記1ずるTI'

坪日動およびIFY:if-i河勃につい亡月いられ1有アニ， 持りを H、待とし亡、:e\~i2Jr

i)を芯 L とするため、 ;/jパ r" ス iW. :i:(土]没夜半ではーり泣qT {i'，)__~_.~;-( t送型支配

の代名訳;しと思いられ亡き f しかL19台。午代以降、グゴ パルfヒ円以が杵

L~，:H;-るとともに、与~Cr) fC，主化フゴセスのムペピ ドゾソフ1ニf-'y:¥， ，、zrI i~j~(/j 子

十;-L主新たな干t;!，rnAかlコガパサ J ス阪会、を互主人格くようにな i:、それにこ2〈訴し1、

丘、:来す，"'.1ヲ[たリ

万ハトンス浬論の+な創立主音のひとりである u----/(ノ リ¥".RO:;PIl日u) は

ごの代友作 'Gcvcr.'.13ncc:"ilhnui (;0日~nn，C' -'-ll に行いて百八斗ンスを、 i共H

，J) t i;'~宇 t 支去られた活動であり、これらの管時治哉の L11;(よ必ず L も t夕、 liJでは

な/、トl吾、の強制JJにより実現され主〈ともよ'，，-， ，.-[::λ己表した。

ガパナンスIr誌のもうけ(1.-i)の代点的論7iのU ズ ;J~ ， T¥hudt';:: (土ブJノ、寸

ンスiこっし、てし'¥つ/ハつ定誕を与え、その入ち代表的なおt義としにに十のよう

-~+: iのがある A 戸c故/マ、しての1;'1家の管時u5訪と Lてのザハ斗ンス j ぞれは1'，家が

百~wj 平「リ l尚 治埋守菩市ー同干編 r 治 1哩守苦情~ ¥A-ァJゴトザ丈吠川匂f十、
2UOOヂド~

1 羅jJ{指「没メj 政:Tj充d;Á0ィfì:埋OJ~ 在{t育大手 1" 版川、 190 イ1") =1 tf臼.N.Rosc 
n<~ll ~ll1 d E ひじZVT:lplο1((山人 ιρr~日間作付 U'H川ut (;r;L'CF口前cnt:(}y山 γand

ιhon，l!c i:l II叫ん1rlυi1!!CS，仁川lllric泊予 1_:li川 S:ly ]-'r伯父 (~992)，':づ:;*~は{-;，可

同;吾2頁によゐ。

l~19; ~lìJ、 S8i;;'278)24SZ



I-;.[I: (r:巾j事政革ン之ラムにおけるFS刊社会内役却のせnヒ ガJ叶一/スま草花誌をふ」に

公共支!日を削減し、最小の 1ストで最大のベス --J，(ットを;射与することをJ↑門、

公判たな公J、苦珂と 1 てのJi1けンス ぞ才， ，主市沿cワインて J ザイプメ力ニズ

ムおよび私的セクタ の色理千tとえ民rn:c)公共サーピスに導入するこ lをmγ
(WM (N刊 P'，l、lic¥-fanagけT，守口ァ)Jμ 上会のコントロ ルシステムムじでの

ずパゾンス。それは政府とと占iul、公共七クタ と私的 Uクヤーのl品J)と拒 I{.'f乍

)11を指丸山，H己判以イr，ネット7ークとしとのガパナンにぞれはい加とトニ寸
利益子基礎!:L/"-r+会的協刈ネッ kワ ク令許す υο

ガノ、 J、スlW論のも λrJ，J:りの権威乙ちとス p フi;，--- (Ctμey. Swk円) i土、

今、E、各Fi，:-'e市ffして uるヰ:公ガノサ J ス辺JVを日子見当:!i..こ帯即し、子。Jうi二典
.~I:'!守に兎られた〆:への誌 '~;I，害指摘する /乙ヴパづンスは、現代ネ1:告におv、てこれ

まで阿家が単独でさりてき t，:f.tiーを市民粁公(各位の私的てクタ むよび布Jと

の Jドランテず F出イ木)によ多廷し、 17k告がますま T苓くのこれまご回t誌がj!!"て

主た責任を負うようになうじいる心とを台叫、寸 ξ つ LE〉カノ円~スは'?;;加者がほ

終的1-U主的な.;r， 'J トワ クをf育摂することをピ吠する，:0) U王tC):7.、ァト

ワ クがあノ、見定の ~J止におし号令を rH')一柱時d:J守ら それが午寸定年域にお

いて政府と協力し、政府の1';F'Z:;r';; JIfi.門主任をfうようになる、五，'jfパ?ユスは、

宇怜者 kミドくわ:)遂げうるのはJkHlの権力、 f<l{.fの号令ゃ嵐山のほ玖だけじは

ないここふ包J去する公共事務の包J1fにおいては、与らにそれJj，少しの色珪lii.i・

技術が品り、u".!zn了にはこうしt:i5しい右ir.技術を吊いごう宍主務をより長く

Yントロ ル。).してt、く責f二があゐ

yfベサンス刊3Uグ〉降帯。〉τ、「刀速の関連機惰:ょ専門機関とし しグr，ーパル e

んやパァシス ;;þ~ 民;?を設置 J 七 HをW::);ニtrパァシスを、 1公官、を制m 子、恒

人や機吐卜が絞らの共通のihJRを11卵、在世すミ多くの方J、の全体である '7:l 

定義したc ここに当。I 、ガパゾンスとガパメン!、円相践じは(さりと v た紋づl

予がiJ:~ れた A カハナ/スは、一方通 1: のは滅的公取叫，)の支配むよもはわlμ]

殺の概念ではなくなりど"I~: 千なら、「カハ)ーンス;立伐治同家~下↑7ll~ ~+i:との協力、

khodts， K. A. ¥¥-..よhe2.eWヌcver且3nce: go主 eè"111 日京 i~hout ぇo、町 nènε?ムt ， JClll 

nal e;[ p(llL~cal ご下 ludi山， \υL H， r~(). -1， 199G. ~ I出は命I-1J、1".削J司l!F.3日による。

吋 ?号室・則+-t立 f 作為J~論1'1':)治匹。 h 桐論ゎ iι際社会科ヰ"ド丈I{;;) 1999 

--:'1'-2 期れ引 I111土命可、吋1~三喜 4 ぇ γ よる一

命日「子同!-~~ W) 

二日社S8(仁 271)24三i )eハl



政府と手l政府の協 J;~ jぺ兵，~t'H故三私的成構のい品川、強制 τ ボヲ〆ティアの ItUJJ

であり、また Ijワパサラスiよト下関ぴj イJ タック 7 イアな管叫 7n七スむあ h、

それは主に協 !J、協議、パートナーンヅプ、ア寸デ〆手 fテイおよび共通日悼

の催立な〉によ :'1 ペ;:~11、事務の廿仰を土Lぬ「る j からである川

ガノけンス迎帝ク)発展 l二↑い、 Cllj l~" の子 Slまさりにグ，‘ガノ{-Jンヌの!'Ii

4;-: 1%:' i走起し、凶弓、と紅会の協))関係を深IL包せた t グソド ノザパテンス'"t;;u(八1

点、 V川I;F，('('は k~il-奇直訳すれば良，，\統治の己主 l味であ 1，')、要するには、公言毛布l

誌を長jJヒする社公甘l平プロセスであり、その本質 l均特伎は政守し r:1民?こよゐ

公共íl.ì}il]) fT五日|詣 }J 、 Tiìh'l 可家こ市長十f 会内新たと主 :~J係、両者。〉ベストミック

スでめり '1ヰ:才、のIVJの中1:今への同抗でめり グッド・ガハサシスグ)ブr'七

系d

スは大京への大政主迭のブ口セス」であ"、その:~Jj.lは「市ょにの白ー此な|主力

と権威にj:~ ")L る 11 な|均点芯によコており ， -;~-jR円相;称 l可参万11 協力がなりれば、

災くこも主匹、にす主ず、グ γ ド・ガパサ/丈こはなりえなし、つしたが〉亡、グジ

戸・ゾ]/、;十シスのート古{土 Irzr~T ・，:;J矛:といろよりも 市民なししはKHJせたてあ

，L J 

j:)，上のように、プJ ハプ/ス;望論は乍ぇ忍い j:;;~去の回託 社会判係のλ守 v

ムおよび公-，'，ごhι持管時;斗"'Y'}L-' 1ト代主し亡いるο てのスキ ムおよび弓ヂルにお

いては、詐j枚目、多元1'1ぉ上む協力引という 3つの i、えな特f設がある 開決J河

，t~ (止、ガ"ア〆ス芝il~ìif4~系， -<，三いて、夕、 tt~-務の管理〉ステムが現知山ではな

く、位三?に閃かナL'CJづり、およそ公共#務官f.ltC') 

フムにき手人一よることがじきる二乙でめる U ンス勺ムはまたこうしと管時，)、ノ

スのイシブツ>1.::ì ζ ひ~"b':r:mフ u ダク、のアワ l プッ!の同 !ij~ メカニズ日とな

るけ多ノC'::-主J-~ ~土、「イ-共事務の廿珂ょ if が1':\0 すから社会へ k折、大tJ、「政府か

らI1まれ、だがFti下だけではなく、 E王将に主られなt'1f会の公共陵情J-:i，J: rJ'行

為背」 {lρ 少子守むようになることをJ旨すベまさに方パブンス珂論の多 ;σ 論者が

j行採 tz)ように、「ガハナ〆スのヰベ14:1は公共茂神でも主イ、まえ私的機構でも

よく、さ Pには公!七機構〉私的発楠の協力でもよい 11: のであり、 ~~iごはもは

じりとなるノ)1主主ョ会1:{:l.平ンス

開校時代21川1イ1 7 )却1:) 

~lìJ、 S8i;;.27(;)24日)

I~; r_ (i f-L 

1，リヒ見l

，"徐山市埋も;型与説中 イ7作土

1 J nそrr;￥ ~ÍJ 掲青 1n言1
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I-;.[I: (r:巾j事政革ン之ラムにおけるFS刊社会内役却のせnヒ ガ J叶一/スま草花誌をふ」に

や日庄 。)字体ではなく、これに代わる "l bI当てのよi~ ~-'-労 JJ(例えばli， é三、業界H

体、~，ミ d ーゥイ組織、〆ドソンテイア D!1J'" どノが J、景じ出現し、庁ノ:っンス

の主体0)"!!IJ にlJlねる p 湯iJ士こl土、凶来がもはや;志 r述式に十十二、タ支出:ヲる

勢力ではな¥な :'1、民間社会し同じ土f!、?γ分l協議し、平""宇(ニコミ ょう

ン辻ー/をとり、共lri;で行投し、 l苛訂がハート -J-ン Yブを築き、共円Jで公共事

坊の管ヲ"に r~':}J-] ることを J旨 J

1，2) ガパナンス理論と今日の中国における民間社会と政治国家の相互関係の実

践との符合

/iF 、中 I]~iの民間ネ 1 さはその >;t!)I プU セスにおい工、 i手同'政治・ネ L:会事詩

?などの多〈の筒:'xで花え問なく月事!の協)jドミ係を日 ;'j" 強化rる柿相を当L
-(1.'，る J このことはまさにガハ7ンス珂論が段ilEFる凶器ム社会の緊密な協力

という坪ぬ[円バァク戸)ザグ):t':'1刊な);.1しである 経済;r~J或にぷい、、 :~Z 午。

開放以降、1(宮鮮沼か代表とする式公有\，llt，行斉ヵいl'えが沼σ) '1'うよ ;~:'I-~ ふう 10 よう

にな"どおり、，~かも同氏f主流構 13におじるその主要性l止ま「ます丙まれ"

政治国家に封、力な物質 mでの支持を1i+:すやだけではなく、かなりの程烹におい

て e 従来門家が組〉て Iミた村会構成民に!日t業を供給?るとい 7公共機能も拙う

tろになノてきとじ

ま丈、伝統的(一同ヨ:刀ミ宅全いえ自己しぐさ!交AB術供悩航空iI輪、資源開発、

伝品目、 u'いては 品。〉事需定煮などのEj持ながj斉詞域においても、.hb:UJ社二での

将iq:勢力がjft出うてお ν'1，')、 1かも円らのアド 2、ンァージメト利JT}1〆てれl家と

0) 1高んを民間 LてL るl 政治領域においては、1+l-~よ妥当台、村氏を国公的地位

のiJ、'!E1こ、およ{/てれに伴う弘士主的士L千円とにより、天間紅会がかな hのよ主)Jむ}

2J 同本統計同の関連する報告によ ω六 !日)(le乍代後関l以降の、 i 河の Jt:公布

山中で14の出家計討におじる比率li3つ。9J;) "C-あり)、回右、業団、非公布市訪れえの

絵展法度をj十くると、二者i土子れそ?れ 1: 2 . .:~--eあぺ 7二，"1' 1 '1統，Vf鉱(1998

年)Au そ:て2り(出年~'"~ :ょ‘非公有出'1尚治がCNPの日分の lはと3にをし、その
はlP成長不へのn~~rb~ -，~-; (土約60%にも迭し七 |υjイ|末ドιオの私主命栄二十二:.~土ケ70
rj人主 iJ: _ !-. i)、な録資本泌が i定ノじ以|の企業が:156引い 1 コど U'中伺がJ

c，午持 (ち川4午)~) ~ 

" 手記 I可 h 批民間七日t公 pJ~;γU:U:問、p議 J新了叶r.20U:i年12司21C吾、 l氏資

企業 è!C草 iIll;，ο 土叶五」蹄主a-lf正方週刊2川九年 5 同参J~~{，

二日社S8(仁 27:J) 2449 :1221 
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三づ t、て凶 3えの ijパ i ンス事務をツj寸Hずるよ λ; なり、ひいてはuF万事務という
純粋な公j#)jj(l)部l肢にJ)'，' '-Cごιλ 国家:ょjiff円相JZ'，~主 fj: こぶり、氏!Il i'ギ

送 )J ルトl吾、のいJ~)j ンステム:担品二L]j. この同日jcn)J -8:防衛稲城におv て|卦J永

J 協力さナ丈(社会事務領域におけノiZI国支援、教育、再就1li¥など いおいては、

見WHf公とlFziI-;凶家ぴ¥品)J.LLf象{土Jり 般的であるυJY上の I-f-T 凶ク〉民;~H.I:0ι

政 it: lcL不の地χ 間なゾピj~)J という T.'-Jては、:_..I 'jくと II 会がまさに~:i:!(~-itJがíL "(";-，!I.， 

同のh標"支えんれよ'仏政J ~:完成 L 亡し 1 品、こよ者反映しており、これはまさ

にガハ)-'/ス!1l論の杓心であゐ

(3) 犯罪ガパナンスプロセスにおける民間社会と政治関空震の梱友関係はまさに

ガパナンス理論の実践における反映である

現在の民間社会 L政治区訴の相互関係ti';tんにガパ"ス即論(:.:.• .:;: ，)孔尽き

れうるのと:1-1;叫に、民間社会がJljリ;'絞市γノ!1七スにおいt政治F-ii]家と形成した協

lJ時係も、まさ仁ヴハテンス理論の実E~(.~おける町;，j.;:þçJJ王町てある J ヴハテンス

)1'誌の荒木的伐むの'U(.つは、約型の軒家計会""，係においご 政r付と民間、公

共セクタ こ私的七今夕 の I~J ~つ富力と相llí-'pノ哨を強調するとこもし、，j]坊のィ

ニレ〆フイ 7 メ h ニズιおよ UJ)， I円十ケターの音声千~1、を政μj ぴ)公共+i ーおス;こ

よ草人するここむ£る そ、て、犯罪続制プ竹セスにおける民|ドl社会のいくつかの

旦斗j'Jあ:， ノうは、まじにガパナ〆ス理誌のこうした理主を反映してし 1るr

J~ イI 、 l ↓i 凶ご笠J;j た私iL~*僚と私設ポデ，カ ド(土、上三l出1古}Jか31A罪科、

市1;:こ参加?でし aる工正要なfミ体例である 写ハJ ンスの吃原がら見h:よ、私立探

偵と官、誌デ J 刀 ド θ)室主語 l土、存在日~ ~.~ ~→j 家 0'犯~H1Í:制U)JJ)京k1c-補い、

匡誕の刀パァンスを手目よけし、 J日:下ガパナンスにおける民間社会レ妓冶匡永の

弔実上のぱリ)I羽係{日!のところ中凶ごは私、f説的ぷよび私設;Jゴデイ アゲ ト

iz之全に{i'il、1じ包れてしと主:しミ)ふ元日立し ζいる t そし、この協JJ潤係は まき

に-};"ノ1ナンスj宝諭の「 述の舟己相京高i化什，!.;ァ、 'j :' r]ーク」および「ソーンヤ

ル'"ン 1ロル ，)1の符慨を児羽化してL るl

吉山内池J，Qのが次実践に正づいて告j品した7lf正論的制もガパブノスメ日"'主の究践

における間苦な .t(~ tとある[治安者負制とJ土、 i刈去ぱ 4寺'r:::..:fIJ，減。)j円安維件全、

'11;九月索J'I. 格+U;!f:Jj、.H~ 出安 [Flilllじむi:-;-X;nier!'"fモ!Ti削J] Iが型同期羽JE
行バ'11>，京Ji;cl拡材公科学雑;;，~:1998年 3 r~ -i}引rhは殺可、前J品長111貝に上る 1

~lìJ、 S8i;; 274，2448 
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読争的、有償的)Jj'主lよりある引H詰または制人に清け負わせ、#謀、賞罰をi自

じL請士1人円程荷l性を引き出 L、管用 抑 lニ実力呆ρ):I-1J卜十 111'んとするネL会{じき

れた去主管理的新モアルをおす ¥ j5:E湿 l治安本包的理論守実践J 't'トl人民公

安大学十一主主引旧日竿 3期11::頁 c
t-立「ソヲされるよう i、f子治的 Jンセンティブを

付与した防犯治党内片山への委託であるい ~i-:-:tZ.:l百担制は一疋の絞済的 n三ぷ

よび叩TI仙μ、引を淫iL て 夫前1\~1)) を此~t ~-_:_~J --iz (1)犯罪下防い系:二組み込むメカ
ニスムであ 0 、それはp;::~(の去生ど後押し安全子みて何言ミど'F式に協JJL、従来

は此1古国訟のみがを}てしけ:j'古安位付の役割を担う 一万で、 11:-;話〆 7j~ えムに

山り|司*(/)ガ〆ベサ〆ス J スフムレ二進出するもの?ある，~この剛山'性はまさに「事I

しい l効来的な)管T~O"寺悦はもはや性胃とはな〈、契約による詰周ごlあふ，1'

とするガ/ミト〆スi宝念"反喚してしと

他方、中国で現在イJわれてt.るコミ工ーニ{1宅情止の't践において、民間社

会はまた門家的立+¥';̂ をわ7、当らの')ソーストの Y ドパン円 ジを川目 L、知i

品、 11千三、資合、抗/¥および人出の総会なとのうr封でコミム二子ィ戸]信この，¥.J

集者をふヒ隠し、'jJ夫人情ifの +仏L:Lどの伐吉を巣l-L-Cいる この占い

おいて、まさにガパ?ユス四:告がも，7_~ßすや「あ l二ゆゐ湖{毛布が回来際情とィI~-;ー

して、貢千ぞう汁吐を烹殺として新しし行為 t車合体を形成l、ぞれらの共 I山つリソー

ス、ヲ門知E哉、 jぇ能および ~;i I市]手集中的にi:6'j↓iして共トJT利益キ乏げる '16と

いう辺治的6を兵近1ヒ;j-Cいる

2 刑事政策システムにおける民聞社会と政治国家の領域分担

をめぐる理論分析

凶内外のJIIF事政:t出口市lこは、刑事政液ンス/-， 'こぶけるhWJ甘えと孜、?凶米

のは互同係および分常に言及する時前もあるしその中三誌も典剖~!~ ~(丹治 l主 J

ラ〆スの刑事政策一言ミレJコ デルマス=マーティーが省案L-l:JT事政最の

日夕イイである，字国にお1" て[士、刑法学ヲキ(1)告者協植が、回事イ三位のナ日守守政耳E

モデル ζ ;:i，::玄 付会平{すの刑事政策弓デルをも7起している。このほか、厳枕は

儲流行主cつ晃併にド、捜Lじつつ、 三{うにでれつ~ Dk"i~: 〆 l'礼衣ノドi¥:'_叫!IIPllH宣言ミ |ヰ:-j"

日 1司L づい11も|μ]じ。

~ r)，卜jとやヲ111I1ニH古ll()泣による

二日社S8(仁 273)2447 :1241 



系d

叶公平12型州j'ji政策、計会五III苅リIIJ*政策的 3モデルを論じる υ

マーァィーはその誓Eil将兵叩何dssvsteJn，!s (，ル仰tit同uc川 iJnink'{lc'におU、て、

反応正午と反応，'J 急 ;ν う H-L ，I:illから刑事政告をや独裁 l封家モアル、自一戸汁 ~>t- ャマ

ル、再出社会国家 Eデル、社会区僚社会因不モデル、全体一仁義国家モデル、向

由tI公そ -T';l.-の己与デル lこJ!jけた上で、各弓デルニぷける凶芳?とf'去の性t;-'(.:~\J 

係にルて分析した li') マーテ Jーの切り:11ま!flj1f-政誌のモテルイゴ骨完に九

純化つリ、その ~-T j~ ドおける河f芝えと社会の医院についての当官きは、刑事'"恭

主体ιよぴd:民社ごとι乃升j苧此前ンス子パおけるJ也;止〉役割の認識を深的、中

|がをiEむ年くのいJいおる刑事政策仰がにイ1託金分市弓フ勺l を松侠したという

べ主こあり、ひいて;立、マ ア 4 ーの著作はrp:，!，政道奇 J忍被，把握するための

;すとな右足監さを花供L、従来の視illIから見えて、-，.T:可IJ事政策およびそ (J)体系tは

異ノ〉る風;~.を見千てく 1 したといえよう じιろル、 J テJ のモー一一ルイじにも
小十分な:!lが品ることは芹めなし、。何ス i工、 者的 íl~L'，どたために、士干しlλ ラる

相会的現実が会下F1./なし斗ヰラデ;，プ〉、あることなどであふや

'1'伺の昔名な刑法学者である儲桜植は19幻午といろ三三い時点で、 r:J場狂7汗の

3èiRに 1 ド u\ 必守人的に JE罪村，;Jr向?で回京?こネ~~~か干を結ぶように在)、でのた

め)こ 1"1 京本{ずの ðl~:ぶ崎市弓フルかふ '1 司家 社会 本{すのJll:j正統制弓テんへと

伝検タる必}~があると土張 L た JCf' frr: ~畦植が19例年化初主日に、，-].卜;.J<:iよ右;立と

~同で~~~jぷ i制(，:主やらなければなろなし ; tする理也、をー」践したこ tは、当月

におしげーは位めて践者;円JであったEいうべきでめり、凶内で最初にや工会を川事

政涼システムの~j一体とした学?Î'でもある、もちろん、岳町においては、[立家

;二lJする社公の刑事政策的十斗おこしてのおf立は|分{実ごlミれておらず ぐの

犯罪判別町丈めに有すべき棋P.Eもl号、に発煙され了いなか d'"ニニ汗十tlJi守

政策の実践の嗣j出えのため、 f可視十円か抗唱 Lたそデルは、て~にはなぷ理念:の官揚

にとどま，どおり、は家 宅 i 会の+~玄関係おふび幻以庁ハつ〆スゾuでスにお

けるな害者のあ :J)j如f:1J:いう ~r折 ν 、ル 1 ，:Uó主 Jていなか"た。

験則jは悩IW組グ】見解を抱L'ttめ亡、回'4":ヘ↑;:"II;:，!刑事一政策、回答七 社会イぐとm
J川'IHえ索、品会本f才塑1，事政、策の 3弓フ h'を.tJL起した"，っこの5J"h:スヰ.!-¥:立、

l マーアぷー占日貞心、|、

上] tヨ才f4枯 刑事科iこ与関係別口、両r，北京大学H-!r収什、 1997乍i90買

、サ l 成功苛ーすれ政策l均閉式廷f常~事拠II土編守IJ'Ii法評議(1::)巻中区政法

~lìJ、 S8i;; 27~)2446 
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】"ティ の凶来 社二:öJ'，ij:fスヰームを:刊百'~ているだけではなく、そのうf

析における出肢のそJ ル(じおよび将司寸勺レの究の交錯乞いう問題を口泣すると

1もに、刑事政策ンステム:おけるいJ京とドづ?の関係についとより断み込んで

-'U[~J Lており、汁IJ-'.!I技能ンス干ムにおける 子?の，:'Hli.司係の認=前の1:;要なJ主化

といえよう。しかLi主らで、厳励J〕 3 モデレのうよ析がて主じはなお~J守政府のす;

認の造花あるいは投|沿という従暗からの論;!::.εある内ノ1:'-t"返し ζはならない J

こうし P惚l主か，，のうご析であるトめ、それはミごに刑事政治 c-YJレの全注目V発展

と1.，， _)スキい A かレ'0(1)号中?となる またそれは l出vこはとどまりえず、当然vこ

'1'1 可の 111卒Ir-::C策と j[!，;)~ ガパ7 ンスがそCF主要な汁象とはならな l"" 子町ため

おはりこお!たヱァ ν;ご ú~ ，t;1J )，/ 'C現代中i寸の'PJ't:政道ン又ァム;→，3ける民間干l

if; と政治同2夕、 Lいの相吋 I~H~ とガパデンスのうf設を認議する kニレはできな v 九

以上のこ炉から、こ1しらの河係を認可せ]'--;~)ためには

かり切れ 込んで， ，くのァγ蹟切であると円われる。

独占領域国家の専濡領域

ブJハ 7ンスう在来の罰ご噴

ガノ、一】〉スlEj占に。 ξと、刑事政京ンステム{土独占結城 Cth守山tocrz，cyfielct'! 

と:モ 1月フザパナ〆ス ~R域 [lh，、(l lll 併vVr~la~)(T n l' \(~J こうfげるごとがで去るつ前

面iよ1;:1京昨有の犯罪続川相域である I現在の出版O)，IJ事政たシスナれにおいて、

;IU ')i 10:誌は断続8'0(ニi'1~鈴かり珂収ヘシ移リそよ:わり、天商品会はでこでのう[!~A~統

出嗣サt一主1体友τして約重f思品汁 をe増斡u絞守史:げ寸て一い
る3犯2り搾下庁ノ〈吋す J ス主訟、リJ戎:にこ控(化ヒわiはよと止と:ピ二ていな 0¥，い〕治かAもJ:市十守ぴ，j犯日与祥ドのf定亡ι，-:1ιJイ化七 I悶到
法際H化七泊悩月恒2/化じに1什ヤい、 J，l). C; I卦百三に慢すゐ犯~ìで対抗権能はやはり強化 Lずいく必

要があり、ぞれが半導Fゐ犯罪〆的闘争も引き2売さ滋7こさじトでし叶三なければな
ずる、 1 
り"ム V

いかなる!IU'11'政淀ンスァムにオ九三ごとあ人うとイ、専ら医家)こ属す Z1sl)ドザ

パ J-:，ス語.J!-JX.(土当扶;こ f(ず!する(これJっしては単純に河fマ意思がそうさせて

いゐ ζ考えてはな勺な、，j~ ♂士ら、そう!.... /: --，}~- ~去のほかにも、出奇とが有ずゐ

特[の!{l';性および汚ljュと¥.-，う客倒的ー ズも、 ri<'~ての)lJ';ドガパす/ス独 L ゴ域

形成グ)可ま?な針川とな"ており、ひい」は斗京仁誌の情緒かわ Lでり、どのよ

可;，~J~tji 統制の治勢力;- (，-埋的に配泣L、l'p(j産イヒするかこい「埋己主的?な角度7)'

大平山r反社、 26/j--397虫 1

二日社58(仁三';'J 2445 ~12G j 
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ら「ーた τしでも、上辺U〉ボ凶はやは'i凶不の11_:!J:lカノ汁 J ス独占領域刀〉存ィ(-rす

るmも l 要な刊11，だからである

まず、 i五家♂〉比一五メ刀二ズムl土rS}j犯つ.01-1セスにおける人権iλ咋(::効込町Jな1¥:

i止をノ11すζ m~単純正j ム同ぬい人権保弘を全う Fるこ、(士、~~垢ガハ?ンス 1

しιう-J• -_:/に当然合まれるへきことである「 ーの点について、凶牙がiものし ιか

なる人ゃ組絞と比べ Lも この主要な内むやごと現可る多久のメカニーズム(1(;条件

を備えてしみことはl宇治である九

マクロ的に見て、境(，匝永はい nしも系べ的な民主メカニス A を漏えていゐ口
問えば格))J:')霞メカーズム、h'士自JEj!すメカーズム 民士自0iJu-tメカーズム

民ゼ f及ν永卜Lアメカニズムなとである これらのメカニスムの帯決と逆行;ょ がl

事政策の民二巨的策定、剥 7 的発刻、 :(ì1 史的J生行に堅Cf:な己~j 主的心、沖を提供する。

以対に、計出水百勢力に人権を?ととめの保障・救治メ刀 ズムはやiもな、、

ね:!i'づきハワシスの持力を完全に非Fiq家(i)-:固へや氏来事正融に?をね亡しまえば、 !e、

扶的γ1)ンJ--'¥--'人権限般とい、たえっ?が生とることi-4ろ4 よ:4'i~月じっ l 者1}t.

検~.裁判所の阪J;;gJ î'をのいわゆる「た;R~J!抗議 がも fら'-.-，.派対lな危害ut熟

l凶的な負のfi訓Tあるじまだまさにこωため、えとえ Cf叶えは fメワヵ AJ止の

僻地のように 叫律が健全Tは去し地1Jであれば、ほこんどの人が抗起をJ与 y

cいるため、強i足、 E前半、初盗なこの犯罪行為はl鳴οを得めC"'!'c，"現象が
あコ 1" して也、近代F家の犯:~ウパ十ンス独声領域を丙:~-')-;;:)二 ζ には何ら

影響しないヘ

ミ夕刊レベルでは、 ;m:)tf士市'10γ人↑人的保障メガニスムじおいて、現代I(家は

刑法 i、 殺に~r :JT :j i'1~'，~_+_ 花、 ~r lT-ljHJft 原則、;止t ，ì' l住定原則、 亘υ危険の禁

止な〆を Il!j:_~~1 l:::L -:: いふ 手続的f宗主主メカ スム kして(士、 般に、単一十;4な証

拠法則 fたとえば ~f~の凶で ii J:;!~泌栴を制烹イ L して u 冶る j 、千会主主制度、上司家出 1

償却IJI長など{ワメカ二ースムを確すLているυ

これらのメ力ニズム lノ〉棋設は、市iji昆がj(._~ j~ii:-~ 77ノ、t:.-スと人十件保|培のベス!

パランスを促イ!日している〉まさ Jここうし た前向車凶があるため、マ テ

カ訓じたとつの付会モデ)~においしたとえJli.'Jë:こ対する村会。)Yi:'~~!J{ 買し

川， )圭・A'liX ;，'~~耳{邦豆長ほか沢) IF t-L<':子:悦討中~~ ..di:b 川作品 ;TL~..11-， ~Oり2

1r_，i 土庁 .~8S只 [Do川 1dB山 k 月。仁川叫iC(1!IusU('{'，日:dOf(lUnI¥じ日llyPrc::-;::.; 

uリ、

~lìJ、 S8i;;'270)244全
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て自主的で、しかも強化されTいたとしても、恒家 l二目って代わることはでき

ないu ま去にマーフノー向 J;j'がmNj~よる d うに l しか(.-，::. 0)こと¥戸lミミの山丈

づ:Jtj話)は事である l卦百三を古れ三が 1てd古川、たちの夢である、 I~~:-lt 

ならi)，i古冨がけが、そ jしが創設L;~-;J， ú守人~X-i-: ，，'ト類のJ同長崎概念を恰リ、

夜子とな :j~ りJ を通じて重止金法的カ J ←f lJ ~--伺j えば窃主主、誌殺、悔与などj を

tf.i岸手主むからとあるじ |ιラメ刀、公くなれば、松林uSな七会関係、特L筒突「司{マミ

~j:、 37F さL刊1)0)挽紳なA人世;，~.J:f;~:り、 f十三7同体。〉反応2t而守両定ずる対l純違反f二

九?こ J 凡ミての究めだ誌な (::"(1 1'子在 L えない JWlo さら i こ、「国']~の概念はあ片

山るrJ?訂t1lが代表オる暴))のうよじを怖..-¥仁いるようである。/;t:ぜなん、 1~宏は

この辺力事 J1u，l:I〆、法悼とし亡n:い、それ令frJ弔化じていふからてゃある」
この苦味において、河ミこが犯:;j'者に"1ずるでl裁"発;JJ• 三五凶ずるのは、犯~J['者

に女]す;0];をよの保誌に:まかノ〉ら士い

次lこ、 11~~);':紡割j こ v う公共プ \7 ~f ク川))，:-0;特;立、子 ~I)大占irj ぅiーを 1"1家刀、提供し

なければならない:と;~仇￡づ:十る {-i.!}悦三済学告のアダム・スミスの市域i

おけω 「捕の見え2";;，):r のl耳:5:.に上 i)、 乏の11';持メカャズiムの J喜入をE じ
て、民 :ÄJì~古刀を話、iLt1~i点、在、設不テ f ガ !、治安請負制などの犯罪記:ibUフ

ロわスに宇人予る?とをuf;百iIできよし市i勿メカーズーにはJll:j正統制の 悼のす:)j

員}がし、て一定の役割ぞ来たすが、この I見えない子J (1 犯罪という社会C')病

気を;古原「るときには常;ー功を奏「るわけではな(、i."l..ヌτにそれ自体~Wì-C き

なt叶l界がrちるリまさにめるL市話が十日J摘したよう l二、それは前"f'';''1 . n伯げの
ない止す/例えiXitUH、立法、インフうな設、 tFメF王将二妻、:，St淀川|学研究/をJd;-千

[fJ:つ足;洪寸ることが"r'きない。また、自己が効与L的{三士宮ミれる丈めの花栄作

ドタ;え(-f' IY 自権保設むJ;-~_ の「在立問緋」引を戸ミリ満足さ廿之、二 k もできな v ハさ

らに，~々がゴ常!こ貴重であるこ与える多くの平析(列ぇ lf主主|吋 掃、計二:保味、

北の安下)をJ是侠すること 4，';:' ，:¥ないお)

そして市場が校三， t~ . ';'1也ごとのない公共フ日夕ク!あるし'U 公共則ーや l

骨 t こ +jr:D~できない"体n~ 京凶 ì .i， 1'C-ある f....lj~'i';Jけ討を'"けするこしは、 校vこ

三-:;-フぷ "618'1員

、引， Hし 242良r

のわ lボ杭yc， ~捷)J町転移 転型 tÍ:j月IF格 1) 沼町的変j塁 u折d 人h~WI 版千十、

!日自白年J35頁
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そり他。)人が155友プロダクトを烹受ずることを妨i}-jヘまたる?と共お:':::;シ千百

がない、←4 なわ土F支払わない f もつ主主、ったf と間十下に当該ブγ] ダクトの手I;;~~ を

卒去ときるとの、純粋な市場にむいごは、いわゆと;ノ"ー ライド ~:t象が

泣けqしな v 点lある、，，' j日才手続む J はかな i] の在比 L おいて会 Jt._q;~であも〉

し占えるため、 il:"j詩に万全 l 二 'ft{~挫して百四枚‘ lノ ドずるここは切ら与に世1唱であ

り 続けごいくことも c':~なし、

ここで、 1日正統制Ji:c'う公共プ Iタクトがかな :JJ)梓佼において河3号、に主()

提供されなければなりないこ〉を説明するために、英次士エに lJける巴;;-J;ik!て常

イ~込~~)りを伊j とし J うこ

i-rj宍T義によれば、↑ιふがよ一員!て]，，]家主L情的市安な楕;Jx，ま素二ゃあり、|ヰT71L
三、也0)際フっとJ:l!れであノコどけではな〈、「自由;;IJが死刑および身体;)IJi ，~ ~( '; 

<'{(;Iコれ刑罰体系乃主杵とノ'd~/0 fこ伴い、 7にj誌は区水利出甘く系の物可*Z~Z ~_仕 -:j

f二， ~(; お主主ば戸家。)1三絞l均7ペ地と考主ら札亡いたが、 :080'1'以芝、')(;止など

ーには量iLまめに宮1ヒ(J)波ヵ牛じて二一三J7'!'まで仁、アメ"カでは:liJの州、 Yコ)1

トリコ、コ口〆ピア科医:こ Eí8 ヶ所の天間t.;~ うそlJill 立があり、世界で伝も弐 ω昨

獄の多い区と士〔亡い;，:，;， ，:::7っイギリスではlJ-';" '7ャ 当相の ~-0'f~ (~百F 獄の叉

件iL者探索しkiiめた'" 1991:午、イギリスヴll; 宗主主']'lhL古市:Jí~t:" ~l 、iI式 lこ計~j式

弐呂fこの事;が切って終と主れ、 /Y汁では11ヶ片の:む百五獄うある， !.~< 

tLぷな〉ご進行しといる取孟iよろ民日化の段も十要なl民同l土、拘禁者数の;首方

設市 『行完訳織的行}r!z:i長問L也七月ノjb (~ヒ丘、夕、とでと:山収汁、 2C()2-~(ì 20 fミ

J口J iy;jえば私'，.1探1目、仏法ホデ f ガ !¥治安百寅市'J主ごとの犯.)i税制メカー

スムはあとを度、 ;-:r現メヵーズムをヲ草人しているが、 r十二三(7)集1，11 (すなわら払
す探貞、私設ポア Aイ ガ ト円安d+者マ早いそで、{九三〈請負制;においては う f~の

Jill域内で治安去を約fJ:たJ守l にサーピスをほfF-"1 るものでめ~)、これらの A

カニズム戸体に--:-:Jt 'ては、 ;υムした判定の集目以タジ〉 13 収~， ，~向二十二:， ;'fJかっ ~llし料で

安全サービスを"是1;l'I';6機能をすキっていない lもらろん、このメカ えムにお

ける私:d刈問、私立 ;~-';'-T-'- J ブIj" : .. -、 {;'i〆夕、tニ免税が我(ぺL、から、あ乙 ν、;土金正利

?公1<:[こ安全丹 、f スを提つt~ 1 _た J巷ノ:?~土引 ~{ìn";' ある j

， í高崎植ョ美]]→刑 ;::t_~ :，，:じ京 j、千二日|れ刻、 1F11G年):3:，ム良、

。71 二王廷恵「美f'監1~j:弘山/じj立同研光 則質経;斉点)(H~t"- ¥)却]

'~_J i';'r安結「英国有私人口獄土)部求l日報:，，'O:J年行月 j引しヨut!は劉? 立し
事政策初氷JI (1]1[iJ人民公安大子、 :?001{1-:j 132只による{

l.:.29; ~lìJ、 S8i;;'2品、 2442



I-;.[I: (r:巾j事政革ン之ラムにおけるFS刊社会内役却のせnヒ ガ J叶一/スま草花誌をふ」に

による監)i'J~の，&i Vh:~'人窓、およびそれに作う~，JKtの支;1\J) J昔大によりひっきりな

しに除王る政府へのと力むある !U， かι、英次じおける需抗民汽fとはす117ωj
のとこ 1)、世堺的な!A'..1rJ:o)発，11Eにおいてはご¥少数の例外ごめ'J、しかもア〆

リカ国:'，:において、 ~~JR，l:の足常化{不必、ずしも有限の'i'~J，;z数エ ;Ð:I)骨「る受叩i干fの

ジ1.-/-7 を R(二解決 v ておりず、またそれがもたりす民営 ~;:~:';J::二行ける利低;a

:J、という動機と公Jし清昨のJ;僚の問{ワ出突、民p;拾j式の労働)J il)レンタル ;;-3 

よヴ主J~;;Jど品化。〕倫理

n~批判を~:びている m

人件保|日なとの吋芯においても監獄以31ヒ起動;立集'1'

民;トとは対J:~B\; に、 I 大多数のヨ」ロツ川 Jf;-I 刊の政治胤| 法伊、行政管理

の{ム~;}c ~止ョ Ihi.:1.J())民，~，化』にあ主り積~1( (I~J とはない<， 1 アフ Lスでよ986年か

っ)1087-il-手刀"(')'て議会1，;jむ1'，され J人「よ士山笠獄 刊、業はうごHt;争終わリ、ま /'，:.M

終 l持主法案も鉄骨r;~~Hとされ、民間企*が，，;;獄の設r、主主果、内 J<¥参加ずると

いうらのにノLわり軍:こた

以上のよう;。監獄民営化というサシブルからは たとえ市長村公が十台}党

援を A必ず 同rぷの弘法がそれじ応じて紡小~， ~(いる J、多数の阿側諸司において

C あろ λ とも、 ~~1~i:はおはり回京か独c.::i-一る官民地として仔{ァしにし I る、という

てとがうyがろう U

まえ;、民|町村会と比べて、 jiJ京子犯罪絞;:Jによれ吋有するま刈判、十のアドパ

ンテ 下も、そ九が犯コ1:.ガハナシスのi1，l属tiU点を保持するこレの重更な不同三

める、今!のた況でl土、社公グ)J七品、に;'1'い、犯罪行為も終え|山なく L 

どおり、 S~出態技も日桔し;こ知花!l: ， iK Elliヒ、主らには「れ1際ιじしといる こっ

L た背京の l、で、ボl家のア!ハシテ-'に IIiらず32~T-在統制しようと j ること

は珂JFしが丈一いこ ν である、}

上'"子、が防 jr~. :ニ J三)~て古今る~:メイ干8;'!~lo) アヒノず /'i ジ:三土にふ:の 3存であ

るÇf~ 1 (之、国家¥，::立広大なi;;i-312りがあるとゾう Y ドハンァージとあ£し分!ぺ

r+京はZ224ヲト肢も二千要な11方犯:})!，!;:p可りとしていみ ，!/ F'l 1とされた系統的な防犯

~C) I マメ)カではお!l午代訪問シいうし a三階で、拘禁ナヲ l 名あたり乃1;: 1~J(/jJr

:tijマストド 2))ドルにも ι し、多くの州ft;(]-にと ηL笠獄。J支而ァト:!•• tff uにブて
きな支出JR--]となってした (_~Íl ，*( . tr+~ìi五(よ71 参日;;:;

:.;，)1 lil_~_:Q 

:，IJ マテム古so頁ベ
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紹介

トレーニングをさ~け、それを職業とする笹察力が有する犯罪統制 }Jの強さはい

わずもがなごあるじまたわが固においては、事専察には治安管E甲、戸持管F曜、消

防、道路 交通の安全、車両登録的管理なと多くの梓能が与えられているため、

当局 L国家)は最大限に(蒋4祭のセクション、管格J~j貴に拘られこうした防

犯専門}Jのあらゆる出:素をそのために動員・通用することができるわ

第2は、困透くには突出した防犯J主計Jがあるというアドバンテージである^，利

守技術の発展およびそのライフスタイルへの多大な影瞥に件い、阿家。〕防犯}J

にしかない花術[上のアドバンテージの犯罪統制における役割Jが円州Lに大きく

なってきている。 D¥λ技術、指紋識別技術、コンビユ」タ により構築され

た 般太衆のデータベース、違法 犯罪者の前科前材記録システム、キ y トご

の被疑者のmt，T配なとの技術的Hlがわが同でもすでに砕すし、ないしはJJi
在確立しつつあり、しかも犯罪取締りにまよまず市裂な役割を果たよように

なっている。そして、いかなる非同家の個人や紺織ごあろうとも、こうしたT

段を持ちえない 3

市1は、同家には非公式の防犯のための社会')ソースについての突出した統

合能力があるというアドパンテ ジであるぞ当局(回京)の防犯リソ ス以外

に、民聞社会にもj山伝統制に用いうるリソ スが大量にあるレ例えば、技術的

手段の進歩 背及に伴い、多くの企業 |什体は特定のセクション・地域(例え

ばホテル、金融機関、住宅街、道路の料金所なと j に防犯カメラを設世し、違

法・犯罪行為に対する防御}Jを強化Lているつ凶家の権岐により、こう Lた社

会リノースが獲得した全天候型!の継続的な耽侃情報は、国家に冊条件で開放き

れている。実際にこうした情恨が凶家の防犯専門}Jの犯罪取締りに重波な貢献

をしたナ上例は枚挙にいとまがな1..¥'.'また別の例を挙げると、近年の通信技術の

飛躍的発展および消費コストの継続的な伏卜にfドい、わが凶の携帯電請の首足

半は右肩トがりで増え、それはほとんどの社会構成買にとって不可欠の草木的

通信「段となっている。その技術についていえば、携帯電品ネットワークサー

ピスプロパイダーは、その電話信号により動態的に、またリアルタイムで電話

利用者の大体のiウ置を特定できる。この技術が被疑者の追跡に大いに役すって

いることはいうまでもなかろうじ実際、確かに警察は筏芥活動においc!完帯電

ぷネットワークサービスブ口パイダーが従供するこの技術的f段を)ムく用いて

おり、 Lかも多くの事案で被疑者の(立闘を迅速かっ的確に特定し、 最終的に被

疑者の身柄確保につながっている。そして、何ら文障なく民間十十会のこうした

[l:llJ ItiJと58(5-266)2440



I.;.[I: (r:巾j事政革ン之ラムにおけるFS刊社会内役却のせnヒ ガ J叶一/スま草花誌をふ」に

を動員iゐ調がくする能力が、 01家 lこしかたL ことは明かである

1i:1家につドマは，tiH(1な泡，1，;レ-""および紋沿メ万二スムがあるため、 I(家℃

へJ主布(1)ソ

なければこ与 L会特ほリソ スを刊Itll_l際に、犯罪阿部り1:Hlltに大衆れフ

ラJパ〉 十与を最J;R豆にiお与するこ〉がゲきなv、 このこエはまFヨ言、刻、日ィIiP

域内存子l の'H1の理由(/)ctiE!rでもあるj したがって、上司不がゴIW来的見ぜんtこ

はないという非対称イ午グアドハンテージや有する品、討の下目立、副都が到~':'1鈎

よ如何で犯-F刀パ十シス奇行うこど l山1:;:;.1哩之、扶的であり、ま T7日以統制lバよlの常

議tこも合主主する}

JLIを要するに、専己政治|司;京にばするt+lr1;'t<~f或がつ必要なのは、 ヘ1家がこの

領域においぺ犯罪税制と人総叱陪 C)2 I:.機詑ふともに満μ 当せふからとめる}

ð~rw絞制J:，干ついては、 F家;は民間f十ゴ?にな、、 l反大な);があり、お~O) 守子ゴ

') においては、犯罪続出後能1;[出家(，.:.~かな、ミ ヘ権保I与に Jいぐは、まさ

にl可家がポrTる民 iメカニズムおよび松;戸ブブノ?ブ万一ムが、 J:I'i約申の:t.:..

切なf~陥 f おいては、佐京メ;1;二ズムの で寸吾吉 I、れなければ、人地保阪とい

う願望f土足/.:s況に支涜きれなし 1かりである この草川、に ì~~， 、 C 、政治医家の5~

よJね域の組出l土実|怪には!λ義円刑事μj法のカ i":fl) であ'i、より的也にいえ

ば e わが1"1の'111宇訴訟」、か定める な段階、すなわちす茶、技官f之、公正午の

提起、公レヰ事引の及tl;といろ段階、およびご!ミ l 二ァ f円増止をい主く可:I;r:iう執行

レいぺ段陥ごあ1.)(これとの段階は同家の防犯の主力が長もよく :TtL，!:;符ょをと
L 司

め心 )J 'T:" 凶:a之の民主 λカースムおよひ、-li済プラッ}プ可

判 e被告人の権利保障が最も必要と三れる品、成一じもある

らによる 9t疑

:2 共同ガバナンス領域 政治国家と民間社会の協力に関かれた笠間

刑事E土俵ンス j 、lおし ιて、政治凶択のi虫占領域以外{土、同IUH: えがfÃ~i{5'0

に13cJJQL、IJ;，家とパートブ ンツ fを抗王、 I守〕の)2t;T統制!日itJJやィ'r:'J7-に先陣

FどJ珂か札た空間であみ そこで、こ C)~~~ え共内ブ介、ナンス領域とIlf，);こと

ハ刑事事件。))宝査段階におしを亡、営住カ?十余のノーミftlこjj-lて明引の 7がか()

となる情報のj-，~供をふ応、よ己荷社会が枚挙乃字、ヨをノj、量ぃ'，õl!:，する現象(討を布

市動グ)当同{凶家)(j)独占鈎肢といろ高円jに託手:しない なぜな， ，持主i活動。〕

i 1小はず\i.:t; と I~T'CI哀の専門主Jヨごあ 1) 、夜吾、の方向性、 j中長も完全に|伝言:の

専門王長'.::1，支却さ')1てし斗〆川、らである" 1:(:~にが手がかり存長i穴 uこからといコ

亡、それが伎査i，説!の十体;なるわけむはなし r

二日社S8(仁 '!():J) 24.'>'9 )むl
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にしよう。

共同ガハナンス領域誕生の背景

共同刀パァンス定:1;をの生成i止法して偶快のν+-均ごはなく、国名 ネ一会の却;し

し ιI~Ø :，y、円安j詩にげし\ 1j ノド}ンス理念のf云格Jつよ ::Y~:れi】イヲセスク〉長煎日七な変

化:二平均、て徐々{党主〆ときたものふちるベ

まず、 i&:ft向山二千+t (，l りわけ"叫的同一三ごJi)の型消な影~Ri: !!}'-なfム合

を卒者亡、司代国家ヱ誌が 日;を瓜悔し、その依 CJ司代祉会内クぷ政治 i7寸ロ

ギー 悩人ヰ~...:r\および|が家主ふ i土個人と ri<C~ての日にうまフにのあるコながり

主役;イこ ζ がとさなかノア二ー川 l という考え方がむ 1"17)政治家に î~~ そに受け入れ

つ3れる工つになり丈 そしてノ;'[]においては、世界的にこれかあれかの 冗品

では主く、山丁(グ】長JV:を活かよ-tJi~えを?主主主るように主コている}ニ乃ニルは、

1990年代後rにイギりス'C'Tじ、その後γメりノワ;こ発展した 121J3の汽一の思
f市んが2古典し またケ叶仁おいても英米なとの J?)今生活~.~i栗く日;答者♂与 i-i.いふ

;亘要な J京同でもある 万/今1'[じ」の阿i河lの向季ぶL 千朴十会悶f係手:にこおいごに、 七j民?什十3会:グのr力

(はζそれわのE駁z;治ヨjηLソi
ム)こ准F州H寸る7方);:弐t、すなわち F十一オれLI片づグの)if政之ty31シスフムに対する影予特守力である"";ご

また現(代t中|出百JにごH臥良を戸町可}了ると、参加盟の民土土義の巨会見張る道院に作ぃ、叉

間十十三:が丙);(収拾っ。Uてノベ:一努万wJ一る旬以;土産こえ聞なく!ムがっ C:%3 1')， [i:ぶ

社三とじっ係にも大きな変化/]{~上じ、片山社会は孜首w家グバ'h )J ノす とL，T

。〉主要件をヨ々 t~ 1てv るリ

手てに、ガノマテンス珪誌の{i~~~ ~土 l~I!:J+十二?"~政治|卦家(7):なり開訴の実伐をさム

に強化L:t: 刀ノ〈ト〉ス即論は 11界じっ多くの国でフ三政されていふ判 Lい匡永

宅|公 :~\1 叶、の枠N;}~および公共事務:r;nm:f:: フレを休系的に f語引し、印rlllo 此に相対

ししいる， I"J'Iに、刀パアシス三日市がJ是1'1'片する「公共ナ'i-:fhの苔珂1体が政吋か

ん社会へこ抗大し」郎、同家と i℃間什;刊日じ li烹にケ"ご 1-j} (. 弱点王 L、T

等;こ 3ミ円ニケ シゴ〉をとり、協[戸J-01，勤L、パ トゾ シ yプを認さ、 Jl

j 手刊平子海両選 l信 J.nkU<j !J~起 す可万志願;↑1及志野11刊組諦UA論文

舟ユ (j豆旦人宇a;片足弘、 1"リ5午〉川貞-;; 1 財は筑 qí. 前掲ì~i (2/;) 29去による n

長静 11 'i王 111 ヰて ~t\ い:if Ic:村会利子「ド版rL2 同!~;~.) 1 貞二

川 J徐勇・前jUE主(l();
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巾固め刑事政革ンスヴムにおける民間社会的役割jの変化 ガパナ/ス瑚論を当主に

|叶で公共事務管理に尽心するという校心的理念は、中凶を含む各凶の凶家と社

会の全市的協力の主践をさらに促進し、また防犯領域においても、民間社会が

犯罪統制に悶寸るいくつかのメカニズム(私 υ探偵、私設ボディーガーに治

安請負制など)に参加「ることに直接的な到論的恨拠を提供しているサ

また、犯罪統制において民|山社会が右する笑山した絞能は徐々に政治凶家に

認められるようになり、刑事政策システムもこれに伴い民聞社会に開かれるよ

うになっている。防犯という位大公約数があるため、対聞社会と政治、同家が犯

罪統制プロセスにおいて一致協力よることにはしっかりとした土台がある ま

た、防犯ブ口セスにおいて民間社会が右する莫大な溶也}Jおよび突，'1'， した何倍

も政治凶まにより認められつつある{またそのため、今円の刑事政策システム

は民間社会へと開放されつつあり、政治阿家がキ哩して樹すした4十会治泌総介

ガパづンスメカニズムはそのうンドマークである 1991年、凶家最高層は社会

治安総作ガパナンスに関する 2什の重要文書(それiぎれ'1'共'1'央ー同務院「干十

会治安総合ガパナンスの強化に関する決定J (2月29H)、引困人j、治妥2z「社

会治安総合ガパナンスの強化に関する決定J (日月 2口)である)を制定ずる

とともに、中火政法委員会が指導する「中りと社会治安総合プfパナンス妥員会」

をぷ世した。この両立害におい亡、総合ガハナンスは「存級党委員会および政

府の統 的指導の十、各部門が致協力して、共同で色理し、広汎な人民大衆

に依拠して、政治、的、経ut的、行政的、 i1、律的、文化的、教育的なとの諸子段

を肘い、社会治安を維持し、犯罪を鉄圧・予防し、十士会の安定を維持し、十士会

ム義現代化建設および改革・開放のためにr~好な社会桜境を創造する」ことと

定義された。この定義から分かるように、防犯主体、防犯の)J法、防犯の目楳

などの多くの而からなる防犯統一刊、であり、社会治安総合ガハナンスメカニズ

ムは刷らかに人民大衆を防犯主体としており、経済的、文化的、教育的などの

通市は民間社会が有する防犯手段に言及している〈これlろは九回?には国家が民

聞社会を刑事政策ンステムの重要な頼れる存イ!と捉えていることを示してい

る。社会治安総合ガパナンスの提起およびそのメカニズムの構築は、民間社会

が政治同家と犯押統制ブ口セスにおいて全面的かっしっかりと千を結ぶために

礎を築い亡お 'J 、共同ガパ7 ンス領、械の生b~ に現実的可能↑?をもたらしている日

以|の点要素の共阿作用により、刑事政策ンステムにおける犯ザ統制lについて

の民同社会と政治凶家の協力領域の生成が促迭されているのである。

北法58(;;. 26:;) 243i [J:14] 
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2 共同ガパナンス領域の範囲

見間交l 会と政ìú~~J 玄の;'c!Jj 庁パづ J ス担Jまの日 1[:] は、災質的二は ρl ミ， 50、 ~'i 領

域以外的組以である γ なわち犯罪定'.IJS: I;~' ¥あるいは刑事、jil，j乏i;料、犯手i'
f防段階およ rF-rnの犯罪i'};:dl段階においプ 民間社会(士会前崎に協力争ーるこ
とができる。具体的lは、犯罪足¥'，段併に lっνペーは、1e:J事心法では I，!:';l，~ 法じっ

手続(I(;fi~:￥;ょ Ù~U、手続出氏 L性および専門性的有機I}:; ハー司ニー に|↓l'勺し、

「刑事"υ[:o品のド;ミご性は刑事1υ における押花ヰベ友奇f日j歪L、何L<ι刑事古
法ブロピ人にをおさせ、回EEが選出した議員l刑法制定権力を声(:.:.f J伎さ什ゐ

ことを要請寸る!日〕それゆえ、刑事7法段階においては、同!日]子会:，;:)，'[r)ド、こ

刻ヨノう l沼知 ，iili岐について、民¥，:UlftR 5:;置にて 主たは \/i"t 古~(J) \/1:之、公ti)'~;千

紙、草案に対ずるた宍の立よごプノ」 、ハソク 7i土などのえ力二スムを日用Lて

そこにきIHl し、そ乃巴見rι求を十分;夫i克「ることがときる}な j[~~':zpH に詰

いじは、あ ξ 科医 ~I) 町助メカーズムを i山じ亡、私す河:~口、私l 支〆j:フ"1 ーガード、

治j女!高白川などのメワニスムチ情楽し、]没;古 ;:~J 京;と弐:Fil社 j~: φ 共 1[1)で|功犯}尽

力させる 311~iド解約没|情におし ---1止、民間が会 1 工十いf:J~五"'肝メカ六ズJ 千コ

ミユ←ニイ|勺矯止メヵニ:<1， にJJU rJ政治二司弓ごと!ムくさI~携し、 f波d芦誌の地を

純ぇ聞なく I二;トしごいくてとがでえる 今 E、寛大さこ百五しさの7"稿という;:IJ

事政策シーム事さの~ -，、共inJjf!;'ナンノ、治肢はなお拡張手続けており、告らi吋ヲ言、i

お 9.{) ;I叫司γi、;一民間計三:かを力:~~9;.:)ル k やJh.i;f土院主 主思考のj川和;あるの

3 共同ガパナンス領域における政治国家と民間校舎の相互関係

共Irrjザノ、ア〆ノ、短}九;正式wト?÷J?と民泊[c-J京1)共|ぺlで犯罪ガパデシスを行与問
小れ t~2F' ~司C' jう川、まさにこの効力空間にjぷ、て、 Ilhj -':f::士協同し とええ合う国

:子、*"芋のノト ヘ-) ~... ~ -'1 "7を間"するー

この川一、すーンノゾiz以下の~t;'ll: からJfil混じさる U まず、民間七会;ょ[[;:\:

;ご犯主i'刀パナ〆スの土イふと Lての地"ι 手獲得すみ 問銭的な同家の万事政最ユ

ス7ムヂ ラE程度)開放さ:lLる:，''::，1-$い、民需社会はC)]ðl~ プロ七スによれミて主

すます ili躍するJうに去り、h'前日ノJが-tJL1;1:-9 る ;:';~ì'ぷ /1ヲダ) ~ (例えl土私す

f京J白、私設，ドアイ ガ一人:円安詰長制なと i も F市仁に t7ì1]~1， -c tるI 犯罪
解剖段階における HI亭干， ~r メカニズムにおし!ては、 ;:\~0~ ~.十会が刑事 f 続の行く

州 ~:i~根幹 刑事政索 、'0品与主f.W"Cii~ r U:Iモj手LU版社、つ005イj".)269貝υ

~lìJ、 S8i;;'2G~)24お



I-;.[I: (r:巾j事政革ン之ラムにおけるFS刊社会内役却のせnヒ ガ J叶一/スま草花誌をふ」に

求を決定することもある戸そのため、 l凶家と 1i片目会的役常的 IJ:!j~叱がづ主

力E剖の川了i.il1:抗巳右:.7t;イlつどいる J" のむあり、そ苧，~参加する民荷主L会ががl

事政策主よ ~y犯罪ガミアン λ (jj主体となるここも当然である

~;.くし、民間社会 J土政治匡~<.の防犯泊動の 1:; 要な主えであふへは;2ヨぷ" -~工夫

山主l'去がfIうことができ F、またね九幻ない非対柏、+1のアにベンデー J がある

が イキ沿従長 lニ作い、七、秀之の仙~を干 1" 告の|判々まじイマき波らせることは，"さな

い州¥このこ炉はまト、 j，問?十会が必烈[';¥)に政治同言訂どうて小Jf~!\な協力

7?となることを決定づける}共同ガハ!ンス仮械ヘの民間社会の参入お上ザそ

れ日体内|汚ílJ，機能の長却を l凶じて、専門書手 }Jのみに itZ1(I~L 7二Eザ統計1(7)小J-P.を

補う一方で、民間?会的多1jhは;-，e]家cnソ シいん 2 ガハ J ンス全より綴滑化長

寸j ゐ(ここで改的てJ;~同社会が構築しと :í-J] ðll カメラなどの技術的r-+'1:，手~-)えす

る必望;r;るある これムσ)設備は特定σ)組成千人々のために出いられる 方で、

|軒家のための 1}-j' ;レタイム情校のァータパンクとおなり、*.理主には示1:哀の引~)i 

弘松レベ Jいあるいはフ コーむ引う l一望弘伺J門レベ '1〆の内 Lのー肢となコ

ごし、ω)

また、 M~罪統'clJ の総イ本的プロセスにおし I て、区号とはなお主導的Jぉ位 J いる 1

W~j__/すると、協同は 存を耐えら去し c 民間不ナ会は J川 tr.lt~ 議 J ス寸 4 にお v、亡す

に;一当時¥1ィu翠}と l対等にふるまう」資恰ぞぬこ侍したが、このことは決1て
;11] ')i 10:試システムにおげる同記のヶト存u'J拾いに注{じが々じにことを意11ド?るわ

けTはないへ凶家 主土会関係をずクワ約に足ると、凶当どと社公が)1、く持、、|点!J

関係全悌すしマいたといども、「れ1家カパート-! :-ゾプじおいて 1辺IJ';i定書Jを

*たすことはなお おに必以とある、なぜなら、|寸永がすでにhlf.\~i. '--，たi己主メ

カレスム(之内TIの JI~:W]'{ J九が正Lいノう1[，)を保ち涜Lfも九めの不引7この保主止すか

らである c まだ、重大な危機に兄緯われた均台、凶家的存誌はより重~~YLを柑

すぶ

J マーアバ-2j"l8.F1コ

;-:8' i:1守イ也捕 "川記代 11計約J問。

対 J 午、記止力三 信料 l劉jと成 楊注生訳) ~ #~ヨiib 慾芸iL ( 聯書居、 2U()3同 232

-;:;:3 5~ミ r邦 ~FU ;t ミノ ;;..-' ブ コ [出村似沢)';'1]よtkJ)誕生弘市と!山部

l 事I 判対、 197'?~削参!it( '1コ

.(，11 200:-3年志の品夫氏日間忠先生後、民家がJj問問で突5c(l<::公!!j再丘苧i斗のLLhz
措笠(トlゑ')ソ スff'JJIJ'~ て S:\RS 号、与を)'，守する立円のす丙況や迅速に主主主

二日社S8(仁 '!6，J24.'>，S )三Gj
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;ilJ事政宗とし ιうミクロの税f、かふ見ると、 WUJ計三日、犯罪統制グ〉各段1肝J二主

力Eするためには、七、統的な子、役山円 i!_流[~:JL ;Uwl 称Ffjl防衛メ万二スム[[稀

防隊]こ I~l' ~幻しる苫Rに m導・組織ミれ丈大ずにの白惇:羽織を HIτ もンj と与えら

れる]、ま h最迂豆地Lた，[1、立fE↑日、，[1、設ボデ J ガ ド、治安前負制、さら

には川事前l桝段清ベJ'-1ミプ -J A' r:S j詰 11一段附を 1':' 打ずに、~'-f:h'ら斗永の存干I

が必提"あり それが恰93・結HLL Z(ければな:らな:い J というのは、「こうし

l'i_\~'31こは必 f'i'\;主的監督の「で汗わなければならない九なせなら、 Jzli'J はf十

会の活安め絵品、可法的i主常的{呆l与についてよFたな仏校できなし i責任をL去って

¥.-，るからぜ品る υ

仁 1I 、各法政W~、ソトワーク宇和IFfl して時病の助法的監吐、叩 ;11l ヰlぽ心構殺し

λこじなル 1を合手じ F こと、工、 日へ]在、の抑市 長平子止Uな +*にカ r'なるメ主主i
を果JtLた フ!I!1日年月、アメ'}刀市戸15の諸川で台風が上陸しt:待、 4見地の政，ft子

の紋差前動がWI~-i:j:_れたため、 部ぴ〕泊J:ov亡はHi主がilf(:日状主:に必¥'}、 l正l泣・窃
{~・ 4主ぶなどの犯~JÞが楠 1 J し、:_;}:ìl~の被害も急速に拡J\ したんにのどつの2町会

比較すれば、 1[+[丹市対社会;t¥;;1司社会 1 がどれどけ成長しどとしても やは

竹内家の主要性および十出性に政 て1¥;わるこムはむきない

11'マテ J 古18G民c

~lìJ、 S8i;;'2ω1243全


